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横浜市立病院中期経営プラン 2015-2018 の振り返り等について 
 
 

Ⅰ 概要 

 

市立病院は、平成 17 年度から地方公営企業法を全部適用する公営企業として、中期経営プラン

等の経営計画を策定し、政策的医療を中心とした医療機能の充実を図り、地域医療全体に貢献す

るとともに、経営力の強化等を進めています。 

平成 30 年度は、「横浜市立病院中期経営プラン 2015-2018」（以下、中期経営プラン）の最終年

度にあたるため、横浜市立市民病院及び横浜市立脳卒中・神経脊椎センターについて、単年度の

振り返りに加えて、中期経営プランの計画期間４年間全体の振り返りを行いました。 

また、日本赤十字社が指定管理者として運営している横浜市立みなと赤十字病院については、

指定管理業務の遂行状況について、基本協定及び業務基準書等に基づき点検・評価を実施しまし

た。 

なお、中期経営プランの振り返り等にあたっては、外部委員で構成される「横浜市立病院経営

評価委員会」による点検・評価を受け、その結果を各病院の運営に生かしていくこととしていま

す。 

 
 
 

＜横浜市立病院中期経営プラン等の振り返りと点検・評価について＞ 

 

 

 

 

  

 

横浜市立病院中期経営プラン 2015-2018 

＜市民病院＞ 

「医療機能の充実」「地域医療全体への貢献」「経営力の強化」に向けた取組・目標設定 

「市民病院再整備事業」の推進 

健 康 福 祉 ・ 医 療 委 員 会 

令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 

医 療 局 病 院 経 営 本 部 

＜脳卒中・神経脊椎センター＞ 

「医療機能の充実」「地域医療全体への貢献」「経営力の強化」に向けた取組・目標設定 

 
横浜市立みなと赤十字病院（日本赤十字社が指定管理者として運営） 

基本協定及び業務基準書等に基づき、指定管理業務を行い、毎年度点検・評価を実施 

横浜市立病院経営評価委員会での点検・評価 

毎年度、各病院の取組と目標の達成状況の振り返りと点検・評価を実施 
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Ⅱ 病院ごとの振り返り 

 

市民病院〈冊子２～11 ページ〉 

 

＜30 年度の主な取組及び自己評価＞ 

１ 医療機能の充実 

○ がん治療については、胸腔鏡・腹腔鏡手術に積極的に取り組み、当該手術件数が増加 

しました。がん検診受診者数は、目標には届きませんでしたが、女性特有のがんに着目し

た子育て支援拠点等での地域向けがん啓発出前講座の開催や、新たに「皮膚がんチェッ

ク」を開始するなどの取組を実施しました。 

○ 周産期医療の充実については、効率的な病床運用を行い、分べん件数が目標値を上回り

ました。 

 

 ２ 地域医療全体への貢献 

 ○ 地域連携については、新病院の開院を睨み、病院長が神奈川区の病院、医師会、西区医

師会を訪問するなど、顔の見える関係づくりを構築しました。   

 ○ 退院支援機能の強化については、多職種を対象とした集合研修を開催するとともに、地

域関係機関向け研修を実施しました。 

 

３ 経営力の強化 

○ 収益確保については、DPC 特定病院群になったことにより医療機関係数が向上し、入院

診療単価が増加するとともに、外来化学療法の増加等に伴い外来診療単価も増加し、医業

収益は前年度実績を上回りました。 

○ 看護業務について、２交代制勤務を順次拡大させ、超過勤務の縮減を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点検・評価の基準】 

Ａ：年度目標を大幅に上回る成果あり又は当初のスケジュールを大幅に短縮して実現 

Ｂ：年度目標を概ね達成（件数等は５％の範囲内） 

Ｃ：年度目標を達成できず又は当初のスケジュールから遅れ 
Ｄ：年度目標を大幅に下回る又は当初のスケジュールから大幅に遅延 

Ａ B Ｃ D ―

医療機能の充実 22 6 14 2 0 0

地域医療全体への貢献 10 1 8 1 0 0

経営力の強化 6 0 3 0 0 3

合  計 38 7 25 3 0 3

30年度振り返り実績 項目数
評価
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【中期経営プラン４年間の振り返り】 

救急医療に関して、「心臓血管ホットライン」、「脳卒中ホットライン」を設置するなど、よ

り迅速な患者の受入体制の整備を図ったほか、近隣消防署や救急隊への訪問や勉強会等によ

る連携強化を図り、当院での対応が必要な重症患者について適切な受け入れを行ってきまし

た。 

また、地域包括ケアシステムを見据え、所在区を中心とした病診・病病連携さらには、訪

問看護ステーションや介護老人保健施設等との連携推進を図ってまいりましたが、新病院を

見据えた連携体制の再構築を進めています。 

経営力の強化に向けて、紹介患者の積極的な受け入れや、各種ホットラインの活用などに

より、新規入院患者数の確保を中心に、入院収益確保に努めた結果、入院収益が 8.9%の増加

となりました。費用面については、効率的な業務体制の推進による超過勤務の削減等、材料

費についても、ベンチマーク等を利用した情報収集・分析や同種同効品への切り替え等、その

他、委託の仕様書の見直し等により節減を図り、10 年連続での経常黒字を維持することがで

きました。 

＜主な目標と実績＞ 

基本
目標

具体的な
目標

達成項目
29年度実績
（参考）

30年度
目標

30年度
実績

自己
評価

がんに対する胸腔鏡・
腹腔鏡使用手術の件数

387件 360件【330件】 394件 Ａ

がん検診受診者数
(一次検診)

25,099人 27,000人【30,000人】 22,256人 Ｃ

救急車搬送受入件数 5,350件 5,500件【6,000件】 5,354件 Ｂ

救急搬送受入後入院件数 2,663件 2,700件【3,000件】 2,633件 Ｂ

救急車応需率 91.8% 92.5%【95.0%】 93.0% Ｂ

分べん件数 1,063件 1,000件以上 1,066件 Ａ

NICU・GCU入院数 237人 230人 220人 Ｂ

地域包括ケア
システムの実
現に向けた地
域連携ネット
ワーク体制の
構築

地域医療連携協議会（仮
称）の設立

事務担当者会議や連
携研究会等の開催

地域医療連携協議会
（仮称）の設立及び神
奈川区・西区等におけ
る連携体制の推進

事務局会議開催
（１回）

地域連携研究会
（１回）

地域連携担当者会
（２回）

Ｂ

院内職員を対象とした退院
支援研修の開催

開催
（12部署）

実施
【継続実施】

開催
（５回）

Ｂ

地域関係者等を対象とした
退院支援研修の開催

開催
（２回）

実施（２回）
【継続実施】

開催
（２回）

Ｂ

在宅医療連携拠点との連携 連携強化 連携強化 連携強化 Ｂ

訪問看護ステーション連携
会議の開催

開催
（１回）

開催（１回）
【継続実施】

開催
（１回）

Ｂ

病院と介護老人保健施設等
との情報交換会の開催

開催
（３回）

開催（３回）
【継続実施】

開催
（３回）

Ｂ

収益確保 医業収益の増 20,530百万円
21,477百万円

【20,215百万円】
21,263百万円 Ｂ

費用節減 医業収支比率 96.8% 95.9% 98.9% Ｂ

※　目標値の下段【】内はプラン策定時の目標値です。　

がん診療体制
の充実

地
域
医
療
全
体
へ
の
貢
献

医
療
機
能
の
充
実

退院支援機能
の強化

在宅医療連携
拠点、訪問看
護ステーショ
ン、介護老人
保健施設等と
の連携・支援

経
営
力
の

強
化

救命救急セン
ターの充実

周産期医療の
充実
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【経営評価委員会からの主な意見】 
 
《医療機能の充実の視点》 

○ 自己評価は Aまたは Bが中心であり、着実な取り組みが行われている。その中で、自己

評価 Cのがん検診受診者数は４年連続で減少し、30 年度は２万３千人を割り込んでいる。

受診者増に向けて、目標値自体のあり方について、検討を行う時期に来ている。 

○ 地域がん診療連携拠点病院として、呼吸器外科、泌尿器科を中心に胸腔鏡・腹腔鏡手術

が増加したことは評価できる。 

○ 救急医療について、重症患者受け入れが適切に実施されていることは評価できる。ま

た、「心臓血管ホットライン」「脳卒中ホットライン」を設置し、近隣の消防署や救急隊の

訪問を実施したことは救急医療の連携強化につながり、評価できる。 

 

《地域医療全体への貢献の視点》 

○ 引き続き、西区医師会と移転先の神奈川区医師会との連携を十分に図っていただきた

い。 

○ 在宅医療連携においては、引き続き、訪問看護ステーション、介護老人保健施設との連

携を図っていただきたい。 

○ 退院支援機能の強化について、看護部退院支援リンクナース会をベースに院内研修や地

域関係機関向け研修を実施したことは評価できる。 

 

《経営力の強化の視点》 

○ 医業収益が目標値には至らなかったが、様々な努力により前年度より上回ったことは評

価できる。 

○ 看護業務の２交代制勤務および PNS（パートナー・ナーシング・システム）は、時間外

勤務の削減につながる効果が期待できるため今後も拡大してほしい。 
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市民病院再整備事業〈冊子 12～14 ページ〉 

市民病院は、施設・設備の経年劣化や狭あい化を解消するため、三ツ沢公園に隣接した敷

地で新病院の整備事業を進めています。 

診療棟は平成 29 年９月に、管理棟は平成 30 年 11 月に建設工事に着手しました。並行し

て、医療機器等の整備や病院総合情報システムの構築、運用計画の策定など、必要な準備を

進めており、令和２年５月１日に開院する予定です。 

 

１ 新病院の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 総事業費 

 

(診療棟)
(管理棟)

〔敷地全体〕 64,757.46㎡ (駐⾞場含　80,122.60㎡)
〔診療棟〕 56,646.95㎡ (駐⾞場含　67,266.64㎡)
〔エネルギー棟〕 1,998.49㎡
〔管理棟〕 6,112.02㎡ (駐⾞場含　10,857.47㎡)
〔診療棟〕
〔管理棟〕
〔その他〕

併設施設 救急ワークステーション、利便施設棟(コンビニ、カフェ、レストラン等)、院内保育所、
ESP(エネルギーサービスプロバイダ)、地下⽔利⽤施設

神奈川区三ツ沢⻄町34番地10ほか　　23,836.46㎡

階数・構造
地下２階/地上７階/塔屋１階　鉄⾻造⼀部鉄筋コンクリート造（免震構造）
地上４階　鉄⾻造
エネルギー棟　他　鉄⾻造

延床⾯積

所 在 地・
敷地⾯積

施設規模 病床数︓650床（うち感染症病棟26床）、計画外来患者数︓1,350⼈/⽇（現状程度）
診療科数︓現⾏34科の診療領域を維持

                                       計　　29,260.82㎡
⻄区宮ケ⾕25番地６　　　　　　　　　　　　5,424.36㎡

プラン作成
時点

現時点

324 353 29 建築資材・労務単価上昇等への対応

58 81 23 高度急性期病院に必要な機器等を整備

25 25 0

20 23 3 運用検討委託費及び再整備に係る人員増

426 482 56事業費計

建設費

初度調弁費

除却費・野球場整備費

事業費
差 増額理由項目

その他

（単位：億円） 
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４ 新病院と現病院の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  開院後の経営見通し 

建設費及び初度調弁費の増により、プラン策定時から減価償却が増加しています。 

特に、医療機器の減価償却が集中する開院後６年間は赤字化し、７年目以降に再度黒字化す

る見通しです。 

  

現病院 新病院 現病院との違い

650床 650床

46床 63床
心臓・循環器疾患増加への対応や、周産期医療
を充実するため、重症系集中治療室を拡充

26床 26床 全床個室化し、感染症への対応力を強化

20床 25床 緩和ケア医療提供体制を充実

558床 536床

個　 室 91床 220床

多床室
467床

(１床あたり:6㎡)
316床

(１床あたり:8㎡)

９室 15室 手術件数の増加や、新たな手術に対応

１室
(分娩台2台)

６室
(うちLDR対応5室)

陣痛､分娩､回復まで同じ部屋で行えるLDRを導
入するなど、分娩環境を向上

15床 30床
日常生活や仕事を続けながらがん治療を受ける
ことができるよう増室

２室 ３室 脳血管疾患や心疾患に対し、ｶﾃｰﾃﾙ治療を充実

外来化学療法室

血管撮影室

個室の数を大幅に増やすとともに、６床室を４床
室とし、１床あたり面積を６㎡から８㎡以上に拡
大

手術室

分娩室

感染症病床

緩和ケア病床

一般病床

項目

病　床　数

集中治療室

【経営評価委員会からの主な意見】 

○ 災害拠点病院としての機能強化や、救急ワークステーションの整備等による救命救急セ

ンター機能の強化に期待する。 

○ 病床数は変更せず、療養環境について今後力を入れていく点は高く評価する。但し、この

内容で病院運営をするのは職員の力が大切である。集中治療室の増床、個室化、手術室の増

床等、医療人材の確保については、質の低下等が無いよう、準備していただきたい。 

○ 開院後の経営見通しについて、プラン策定時点では開院２年目以降に黒字転換とされてい

たが、現時点では医療機器の更新等により開院７年目の黒字となっている。健全な経営とい

う観点からは黒字化への努力は求められるが、新病院には、施設面だけでなく、最新の医

療機器による高品質な医療も求められている。今後とも、慎重な運営を期待する。 

○ 他の病院整備では、竣工後にトラブルが相次いだ例もある。設計監理をしていても、図面

上だけで現場を見ていないことがよくあるため、建設工事においては注意してほしい。 

○ 新病院での個室料金は収益に直接的に影響するため、慎重に検討してほしい。 
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脳卒中・神経脊椎センター（YBSC）〈冊子 15～23 ページ〉 

 
 

＜30 年度の主な取組及び自己評価＞ 

１ 医療機能の充実 

○ 脳卒中医療については、消防署において出張形式の症例検討会を開催する等、救急隊に

当院の医療機能を周知するとともに「断らない救急」を徹底した結果、救急車受入件数は

目標を大きく上回る 1,750 件となりました。それに伴い、t-PA の実施件数も前年実績を上

回りました。 

○ 神経難病については、地域包括ケア病棟の稼働率向上プロジェクトや地域の医療機関向

け勉強会、地域包括ケアシステムをテーマとした交流会の開催等の取組を進めた結果、目

標を大きく上回る入院患者を受け入れました。 

○ 脊椎脊髄疾患においては、症例検討会や四肢外傷・脊椎脊髄疾患ホットラインのご案内

等を行いましたが、側弯症の新規紹介患者数が減少するとともに、手術件数についても昨

年度を大きく下回る結果となりました。 

○ リハビリテーションについては、早期リハの実施率や医療用ロボットを活用した訓練実

施患者数で目標を大きく上回りましたが、HANDS 適応入院患者数については目標を下回りま

した。 

 

 ２ 地域医療全体への貢献 

○ 専門領域における地域包括ケアシステムへの支援の充実として、市民講演会の開催等を

通じて医療知識の普及啓発に取り組みました。特に、膝関節疾患及び認知症に関する講演

会においては、定員を大きく超える参加希望があったため、同内容の講演会を急きょ追加

して開催することとなりました。 

○ 地域包括ケア病棟におけるショートステイ受入件数については目標を下回りましたが、

磯子区医師会や地域医療機関等に対して当院の医療機能の周知を図る等の取組を進めた結

果、昨年度よりも多くの患者数を地域から受け入れました。 

 

３ 経営力の強化 

○ 救急患者の受入強化や診療領域の拡大等により、延入院患者数は増加しましたが、新入

院患者数の減や脊椎脊髄分野における手術件数の減により入院収益が減収し、医業収支比

率について目標を下回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ B Ｃ D ―

医療機能の充実 21 6 7 7 0 1

地域医療全体への貢献 7 2 2 3 0 0

経営力の強化 6 0 2 4 0 0

合  計 34 8 11 14 0 1

項目数
評価

30年度振り返り実績

【点検・評価の基準】 

Ａ：年度目標を大幅に上回る成果あり又は当初のスケジュールを大幅に短縮して実現 

Ｂ：年度目標を概ね達成（件数等は５％の範囲内） 

Ｃ：年度目標を達成できず又は当初のスケジュールから遅れ 

Ｄ：年度目標を大幅に下回る又は当初のスケジュールから大幅に遅延 
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基本
目標

具体的な
目標

達成項目
29年度実績
（参考）

30年度
目標

30年度
実績

自己
評価

救急車受入件数 1,687件
1,400件

【1,300件】
1,750件 Ａ

t-PA実施件数 43件 48件 51件 Ｂ

神経疾患医療
機能の充実

神経難病患者数 165人 185人【200人】 205人 Ａ

手術件数 352件 367件【450件】 311件 Ｃ

側弯症新規紹介患者数 116人 130人 112人 Ｃ

早期（入院後３日以内）リハビリ
テーションの実施率

93.1% 90%以上 93.3% Ｂ

HANDS（Yokohama SPIR-IT for
hand）適応入院患者数

7人
10人

【23人】
6人 Ｃ

医療用ロボットを活用したリハビ
リテーション実施患者数
（上肢用ロボット型運動訓練装
置、装着型歩行アシストロボッ
ト）

428人
51人

400人
45人

482人
62人

Ａ

地域医療・介護機関との勉強会開
催実績

14件
14件

【13件】
13件 Ｃ

医療知識普及啓発の市民講演会開
催実績

3件 3件 5件 Ａ

在宅療養患者のショートステイ受
入件数（地域包括ケア病棟）

47件
100件

【115件】
79件 Ｃ

収益確保 医業収益の増 4,973百万円
5,713百万円

【5,794百万円】
4,929百万円 Ｃ

費用節減 医業収支比率 69.4% 73.0%【74.9%】 68.6% Ｃ

職員満足度 45.9% 60%以上 50.9% Ｃ

新卒１年目から３年目の看護職員
の離職率（看護師全体の離職率）

23.1%
(10.1%)

10%未満
19.2%

（9.63%）
Ｃ

※　目標値の下段【】内はプラン策定時の目標値です。

医
療
機
能
の
充
実

地
域
医
療
全
体

へ
の
貢
献

経
営
力
の

強
化

専門領域にお
ける地域包括
ケアシステム
への支援の充
実

リハビリテー
ション医療機
能の充実

職員満足度の
向上

脳卒中医療機
能の充実

脊椎脊髄疾患
医療機能の充
実

【中期経営プラン４年間の振り返り】 

 平成 27 年１月に病院の名称を変更し、脊椎脊髄疾患に診療領域を拡大するとともに、脳神経

血管内治療医の複数体制の確保や膝関節疾患に関する診療を開始する等、診療体制の充実に努

めました。 

 また、市民講演会の開催や医療従事者養成機関への講師派遣等を通じて市民への医療知識の

啓発や地域医療人材の育成に取り組むとともに、地域包括ケア病棟でのレスパイト入院や地域

医療機関からの積極的な患者受入について多職種によるプロジェクトで検討し、取組を進めま

した。 

 平成 27 年度に新入院患者数の増加による病床利用率の改善等で開院以来初めて経常収支が

黒字となりましたが、その後は新入院患者数の伸び悩みや手術件数の減少等により医業収益は

目標を下回りました。 

＜主な目標と実績＞ 
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【経営評価委員会からの主な意見】 
 

《医療機能の充実の視点》 

○ 「断らない救急」の結果が救急車受入件数や t-PA 実施件数増につながっている。今後も

さらに増加するための対策を検討して欲しい。 

○ 神経難病については、受け入れ機関が少ないと思われるため、今後も大いに広報し、他

医療機関との連携を図ることを期待する。 

○ 早期リハ、医療用ロボットを活用したリハビリテーション件数の増加は評価できるが、

HANDS 適応患者の増加を今後は期待したい。  

○ 厳しい経営環境の中で、昨年度に比べて、外来患者数の増加、紹介患者数の増加、手術件

数の増加など、幹部・職員の皆さんの苦労がよくわかる。 

○ せっかくの医療機能充実を一般市民や医療関係者により広く浸透させなくてはもったいな

い。広報の工夫はさらに力を入れる必要があるのではないか。 

 

《地域医療全体への貢献の視点》 

○ 地域包括ケアシステムの充実に向けた講演会や勉強会（膝関節疾患、認知症）の取組は評

価できる。 

○ 脳卒中・神経脊椎については、今後の高齢社会においても、非常に重要な領域だと考え

る。地域医療への貢献度は高いので、地域の患者を一手に引き受けられるような意気込み

で、頑張っていただきたい。 

○ 超高齢社会の地域包括ケアシステムで果たす役割が期待される。在宅療養者の地域包括病

棟のショートステイや一般病棟での受け入れ等、今後さらに増加することを期待する。 

 

《経営力の強化の視点》 

○ 収益確保はもちろん必要だが、今後の地域医療需要の動向を予測し、それに見合った提供

体制を準備する視点も必要である。 

○ 医業収益の減少と人件費率の増により病院経営は厳しい状況にある。現在実施している

様々な工夫を継続し、新規外来患者数の増加に継続して取り組むことを期待する。 

○ 自己評価 Cの職員満足度も、昨年度の急低下から約５ポイント上昇した。看護職員の離職

率についても同様に歯止めがかかった状態になっている。引き続き、原因の解消を着実に進

めることを期待する。  
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Ⅲ 平成 30 年度横浜市立みなと赤十字病院の指定管理業務実施状況の点検・評価結果     
  

１ 全体評価 〈冊子 24 ページ〉 

○ 平成 30 年度は、点検評価対象項目 127 項目のうち、アレルギー疾患医療に関する１項目

を除く 126 項目について、基本協定及び基準書等に基づいて適切に指定管理業務が実施さ

れていました。 

○ 政策的医療の実施については、救急医療において、前年度に引き続き全国トップクラス

の救急車搬送による受入患者数を維持しています。 

○ アレルギー疾患医療については、引き続き保育士や幼稚園教諭等を対象とした食物アレ

ルギーに関する研修会を開催したほか、30 年 10 月には神奈川県アレルギー疾患医療拠点

病院に選定されました。 

○ 指定管理者独自の取組については、30 年４月からハイブリッド手術室の運用が開始さ

れ、最新の医療技術への対応が可能となったほか、４月から入退院支援センターを設立

し、院内の連携、地域の介護・医療関係者とのスムーズな連携に繋がっています。また、

横浜市乳がん連携病院として、８月にはブレストセンターを設置し、患者をトータルでサ

ポートするための体制を構築しました。 

○ 医療における安全管理では、安全管理マニュアルの改訂や職種別の安全研修会などを行

いました。 

○ みなと赤十字病院の 30 年度経常収支は、医業収益は前年度から増加しましたが、昨年度

に引き続き赤字となりました。質の高い医療の提供を続けるためには、一層の経営努力に

より経営基盤を安定させることが必要なため、引き続き様々な取組を進めていくこととし

ます。 

 

２ 項目別評価〈冊子 25～30 ページ〉 

（１） 診療に関する取組（基本協定第 13 条） 

基本協定に定める診療科目を含む 36 診療科を設置・運営し、入院延べ患者数 196,302

人（１日平均 538 人）、外来延べ患者数 283,205 人（１日平均 1,161 人）の実績をあげま

した。 

（２） 検診に関する取組（基本協定第 14 条） 

横浜市から受託した「がん検診」や「健康診査等の検診」については、8,278 件の検診

を実施しました。 

（３） 政策的医療に関する取組（基本協定第 15 条） 

「断らない救急」を基本とした積極的な救急医療への取組をはじめ、アレルギー疾患

や精神科救急などの政策的医療を継続的かつ着実に提供しています。 

【救急患者数：21,537 人】 

【救急車搬送受入数：11,404 件】 

【アレルギー疾患医療外来患者延べ人数：22,458 人】 
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（４） 地域医療全体の質の向上に向けた役割に関する取組（基本協定第 16 条） 

地域医療支援病院として、地域医療機関との役割分担、医療連携や医療機器の共同利

用を実施したほか、市民の健康増進を目的とした「みなと市民セミナー」を継続開催し

ています。 

 

（５） 利用料金に関する取組(基本協定第 17 条)  

（６） 施設、設備等の維持管理、管理の原則及び施設等の改良、改修及び保守・修繕に関す

る取組（基本協定第 18 条、19 条、20 条） 

（７） 物品の移設及び物品の管理に関する取組（基本協定第 21 条、22 条） 

（８） 目的外使用に関する取組（基本協定第 23 条） 

（９） 受託研究に関する取組（基本協定第 24 条） 

（10） 院内学級に関する取組（基本協定第 25 条） 

（５）～（10）まで適正に取り組んでいます。 

 

３ 点検・評価の結果  

点検・評価項目数 「○」とした数 「－△」とした数 

127 126 
１ 

（アレルギー科常勤医師の配置基準） 

  
 
 

【凡例】○：実施、＋△：実施しているが基準を満たしていない、－△：実施に向けた準備中、×：未実施、－：該当なし 

【経営評価委員会からの主な意見】 

《全体評価》 

○ 指定管理業務に関する規定をしっかりと実施されていることは、評価できる。 

○ 救急医療、アレルギー疾患医療、精神科医療に加えて病院独自にがんセンターによるが

ん診療の充実に取り組んでおり評価できる。 

○ 救急医療への特化という特色を病院経営の基本に据えて、効率的な運営が行われてお

り、30 年度は救急車搬送受入数等が減少したものの、医業収益が増加した点を評価する。

また、ハイブリッド手術室の運用開始、入退院支援センターの設立、ブレストセンターの

設置など、指定管理者独自の取組も着実に行われている。 

《項目別評価》 

○ 救急車搬送受入数は、やや数が減ったとはいえ、全国トップクラスを維持していること

は評価できる。また、救命救急センターの充実段階評価のＳ評価は立派である。 

○ 手術件数・分娩件数が増加していることは、特に評価できる。 

○ アレルギー疾患について、保育士や幼稚園教諭を対象とした食物アレルギーの研修会を

開催したことは評価できる。また 30 年 10 月に神奈川県アレルギー疾患医療拠点病院に選

定された。 

○ 地域医療全体の質の向上に向けた役割について、紹介患者数の増加、逆紹介患者の増加

や地域医療連携を目的とした「みなとセミナー」の開催、近隣 4 区医師会の合同研究会、

市民向けの健康増進に向けた「みなと市民セミナー」等、積極的に取り組んでいる。 
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